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子どもの経験を支え
る豊かな遊び環境の
保障に努める。

〇豊かな遊び環境を保証していくために、全クラス担任で遊びのﾃｰﾏを決め、その遊びに必要な教材研修を行った。
　(色水遊び・泡を使った遊び・シャボン玉遊び・スライム遊び)
〇皆で協議し合うことで、同じ遊びであっても発達段階によって扱いやすい用具の種類や用具の数の確保には違いがあることや遊びを深めていく為にも年齢に応じ
　て場の整え方を変化させていくことが大切であるということを、確認し合う貴重な時間にもなった。
〇取組結果は、年間計画を立てていたが、行事が多くなる２学期以降時間の確保が難しく年４回の実施であった。
〇取組の成果は全担任が「子どもの興味・関心や発達に応じた遊具用具を自分なりに工夫して準備するようになった。」と評価した。「ものとの関わりを深めるような
教
　材の研究をするようになった」という段階まで取組めたと評価した職員も4割いた。
　

B

〇教材研修の機会をもっと持ちたかったと思え
　る意欲を評価する。教材研修をやってみてど
　うだったかの共有もしてはどうか。
〇教材研修のテーマに偏りがある。水に関する
　研修だけでなく、季節感をもち、夏、冬と２つ
　ほど計画する等してはどうか。

B

〇今後も職員が自らのスキル向上に向け
　学び続けたいと思う研修を探求してい
　く。また、年度当初に年間研修計画を作
　成し、研修の為の環境や研修の工夫を行
　い、研修の充実を図る。

言葉に対する感覚や
創造性の豊かさにつ
ながる言語環境を目
指す。

〇4つの取組指標、①状況に応じた適切な言葉を使うことができるように、担任がモデルとなり豊かな言葉を意識して使う。②生活の中で心動かされる体験を通して
　自分の気持ちを表現する楽しさを味わえるような環境を整える。③絵本や歌など子どもが興味・関心をもって言葉に親しむことができる環境を整える。④各保育室
　の絵本棚に置く絵本等を子どもの興味・関心や季節に応じて変化させていく。を意識して取組んだ。結果としては２項目取組むことができた職員が4割、3項目取組
　むことができた職員が6割であった。
〇取組の成果は、各クラス共、５０％以上の子どもが「発達段階に応じて日常生活に必要な言葉がわかり、状況に応じた適切な言葉を使うことができるようになった」
と評価することができた。
〇適切な言葉の使い方には、個々の家庭環境や成育歴も影響していることから今後も丁寧な関わりが必要である。
〇職員の場に応じた適切な言葉の使い方は、意識の持ちように個人差があった。

B

〇子どもには親の言葉が一番に入ってくる。お
  便り等を使い、園の取組みや正しい言葉の使
  い方について家庭に平等に知らせ、家庭内の
   会話も見直してもらう機会を提供してはど
   うか。
〇永遠に続く難しいテーマであるが言葉は大切
   であるゆえ、このテーマを掲げ取組んでいる
    ことに対し評価する。かつ希望を持つことが
   できる。

B

〇職員や友達と心通わせる体験を積み重
　ねていくことができる環境を整え、言
　葉に対する感覚や言葉で表現する力を
　養っていく。その取組を家庭に積極的に
　発信していく。
〇状況に応じた適切な言葉を使うことが
　できるようになる上でも絵本等の選書
　力を研修や自己研鑽によって高めていく。

発達に即した保育・教
育活動を展開する。

〇クラス担任は毎週週始めに管理職に週案を提出することができた。
〇園長・教頭も週案確認時には必ずコメントをつけ、担任が日頃の保育を相談しやすいように努めた。
〇ねらいを意識して環境を準備してきたことで成果としては、クラスの３分の２の子どもが「教師の意図した遊びに自ら関わり楽しんだ」と評価することができた。ク
ラ
　スによっては「遊びの工夫や友達と協力するなど、子どもの主体的な姿が見られることが増えた」と評価したクラスもあった。

B
〇実践につながるいきた週案になっている。
〇取組指標の基準よりできていることが多い。
〇目標向けて取組む職員の意欲が伸びている
    ことが評価できる。

A

〇次年度は常に指導計画の改善を図って
　いくことができるよう「ねらいに基づい
　て反省評価を行い、教育内容の改善・工
　夫を行っていく」という段階をめざし取
　組む。

職員間の協働性を意
識し、主体的に学び合
う環境を整える。

〇目標達成向け、学年や異年齢間の話し合いを年間通じて週３回もつことができた。職員室では職員が保育を語り合うことが楽しいと感じられるように、園長・教頭
　も率先して話しやすい雰囲気づくりを心がけ、気軽に子どもの様子や自身の悩みを話すことができるように務めた。３歳児は１クラスの為、行事が近づくと他学年
　との話合いの機会を作ることが難しい時期もあったが、他学年の担任から気遣う姿も見られた。
〇取組の成果としては「先輩や同僚からのアドバイスを真摯に受け止め、前向きに実践することができるようになった」や「自分から積極的に他の職員との協力・共同
　はできるようになった」という段階まで関係性を築くことができた。

B

〇職員の輪が子どもたちの輪につながってい
   く。コミュニケーションを大事にして取組ん
  でいることを評価する。
〇担任が語り合うことが楽しいと感じられて
　いることが成果である。

A

〇職場風土として、職員間で協力し合う
　雰囲気・資質向上を目指す雰囲気・対話
　しやすい雰囲気を目指し、研修の場や時
　間の工夫に努める。

子どもの姿を見取り、
確かな成長を促す指
導の工夫を図る。

〇コンサルテーション研修を受け、年間９回(AM参観PM協議)２５名を対象に実施した。エッセンスQシートを用いて１２の視点から、子どもの姿を捉え、発達や特性
　の理解を深めることができた。
〇同時にTトレ６回コースを６名が受講した。コンサルとTトレ研修にはクラス担任だけでなく、会計年度任用職員（フルタイム1名・パート３名）も共に学び合い、日頃
　から皆でコンサルやTトレの学びや支援方法について語り合い、子どもたち一人一人が過ごしやすい環境の中で生活できるように努めた。
〇取組の成果は「一人一人の特性や発達を理解しその援助を工夫するようになった」と評価した職員は4割。「個と集団の育ちを意識して一人一人の特性や発達を
　捉え必要な援助を行うようになった」と評価した職員は6割であった。
〇保護者による学校評価アンケート「お子さんは幼稚園で自分らしさを発揮して過ごせていると思いますか」では「そう思う」６０％「ややそう思う」３７％の評価で
　あった。

B

〇コンサルテーション研修は来年も継続される
  のであれば、エッセンスQの視点を意識し、子
  どもに応じた支援の保証をしていって欲しい。
〇保護者アンケートからも、評価を受けること
   ができている。

B

〇次年度も研修に参加し、子どもの発達
　の特性を探り、園生活が過ごしやすい
   環境となるよう早期支援や環境調整を
   行っていく。組織として支援体制を整え
   職員の支援力向上を目指す。

幼稚園教育の意図を
子どもの姿を通して
保護者に分かりや
すく伝える。

〇遊び環境の中で展開される教育・保育の取組を①クラスだより　②げんきっこだより(園だより）　③ドキュメントで保護者に伝えることを意識し取組んだ。
〇クラスだよりは月２，３枚作成し積極的に写真を用いて遊びの中で育つ力を伝えていった。げんきっこだより（園長だより）はすぐーるにて３０回配信、ドキュメン
　トは、園の取組に関心を寄せてもらえるように、その日の行事や出来事をリアルタイムで届けることを心掛け、年間65回の掲示を行った。
〇取組の成果は、保護者による学校評価アンケートより
　様々な行事等からお子さんが楽しんで活動する姿や成長を感じることはできましたか。「そう思う」８６％　「ややそう思う」１４％
　クラスだよりから日頃のクラスの様子や成長の姿を感じとることはできていますか。　「そう思う」７９％　「ややそう思う」２１％
　げんきっこだより等で教育内容や子どもたちの様子はよくわかりますか。　「そう思う」７４％　「ややそう思う」２５％

　掲示板は園の様々な活動や子どもの様子を知るツールとなっていますか。　「そう思う」７５％　「ややそう思う」２３％　　の評価であった。

A
〇保護者の評価が高く、園からの発信が伝わっ
    ている。 A

〇学校評価アンケートの回答を受け、次年
  度園に期待する項目として数値の高
  かった項目を経営計画の作成において
  検討項目として反映させ、保護者に幼稚
   園教育の意図を伝えていく。

互恵性のある保幼小
連携を行い、その過
程や成果を保護者に
配信する。

〇取組の成果として①連携担当者を中心に交流活動の事前事後の会を計画し、互いに指導計画を共有したうえで実践し、実践後は反省評価を行うことができた。
　②４歳児と小学校４年生との交流活動も数年ぶりに復活した。③７月31日に3名の先生方に保育者体験と事例研修を実施することができた。
〇保護者による学校評価アンケートでは「園が保育所や小学校と行っている子ども同士の交流活動の内容はお便りやドキュメントから伝わりますか」では「そう
　思う」６７％「ややそう思う」３０％の評価であった。
〇幼稚園教育の興味・関心に基づいた多様な体験が小学校の各教科の中でさらに伸びていくということや、生活の基盤にもなっていることを知ってもらえる
　よう、配信の仕方を工夫していくことが今後の課題である。

B

〇幼稚園の取組の成果が小学校につながって
  いる。
〇連携に関しては、小学校にも課題がある。次
　年度に向けて、幼小で取組み始めている計画
　もあるのであれば、反省を活かして取組んで
　いって欲しい。

B

〇幼稚園での多様な体験が、生きる力の基
　盤となる学びの芽を育てていることや、
　小学校と互いの教育・保育を理解しよう
　と取組んでること等を、保護者に分かりや
　すく伝えることができるよう配信の仕方
　を工夫する。

令和6年度　香南市立幼稚園における学校評価報告書
様式3

　　　　香南市立香我美幼稚園

経営理念

【保育目標】みかんの里の　げんきっ子
【経営目標】『幼稚園における生活の全体から、豊かな体験を通して生きる力の基礎が身につく幼稚園』をめざす
《子ども像》○のびのびと明るく元気な子ども　○自分のことを自分でしようとする子ども　○友達と心を通わせ思いやりのある子ども ○自分なりに表現する子ども ○最後までやり通す子ども
《幼稚園像》○子どもの笑顔が輝く幼稚園　○基本的な生活習慣を身につけ健康な子どもが育つ幼稚園　○友達とつながり自主性や社会性を身につける幼稚園　○身近な自然に親しみ豊かな心情や創造力を育む幼稚園　○保護者や地域から信頼される幼稚園
《教師像》　○子どもに寄り添い深い信頼感や安心感を育む教師　○楽しい教育活動を工夫する教師　○環境や人とのかかわりが広がるよう工夫する教師○互いに協力してチャレンジする教師　○人間性豊かで指導力の向上に努める教師

中期経営目
標

短期経営目標
自　己　評　価 幼稚園関係者評価

改　善　策　等

Ａ：十分満足（９０％以上）　Ｂ：おおむね満足（７０～９０％）　Ｃ：もう少し努力すべき（５０～７０％以上）　Ｄ：大いに努力が必要（５０％以下）
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職員が互
いの良さ
を認め合
い、協働し
て保育を
遂行する
職場環境
を作る。

地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り

地域の関
係機関と
連携及び
協力して、
子育て、家
庭支援の
充実に努
める。


